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2014 年 5月17 ～ 18日にカリフォルニア州サン・マテオで開催された
Maker Faireにおいて、Javaブースは活況を呈しました。Maker Faire は発明や創造性
をテーマとする、有用な情報に満ちた展示会であり、メーカー・ムーブメントの祭典でもあります。
Javaブースでは、参加者がJavaを使用して未来を創る方法を学習しました。ブースに用意されたのは、
自作（DIY）デモ・エリアと的当てゲーム、そして Internet of Things（IoT）のデモ・パネルです。さ
らに、ORACLE TEAM USA のクルー・メンバーである Brad Webbがアメリカス・カップについて語り、
優勝艇レプリカの横でサインをしました。

写真：RON SELLERS
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DIY エリアでは、接近と光度を検知する
デュアルセンサー・ボード付きの Raspberry 
Pi に接続されたワークステーションを使用し
て、参加者による Java のハンズオン演習が
行われました。ユーザーはシンプルなアイコ
ンベースのアプリケーションを使用して、ラ
イトの点灯やロボット・アームの駆動、卓上
ファンの電源投入、ツイートやテキストの送
信、写真撮影などを実行する「if-this-then-
that」アクションを作成しました。 

的当てゲームのコーナーでは、Raspberry 
Pi によって駆動するスマート・ターゲットに
向かって、参加者がスポンジ・ボールを投
げました。ボールが的に当たると音楽が鳴
り、Raspberry Pi に接続されたカメラが写真
を撮って展示パネルにアップロードしました。
デモ・パネルでは、Javaで実現する IoT
のパネルと、Minecraft の Java IoT 4-Dキュー
ブが展示されました。Java を利用した IoT
のパネルでは、Oracle Java SE Embedded

写真：RON SELLERS

上から時計回りに：
MakerCon のイノベー
ション展示会、製品を展
示する多数のメーカー、
オラクルの Jeremy 
Ashley、Maker Media
の Dale Dougherty 氏、
メーカーのデバイスを
チェックする参加者 

//java nation /
とOracle Java ME Embedded が稼働する
開発ボードがいくつも使用され、ギターや
フルートを使用して照明をコントロールし、
TwitterとGoogle Voice からセンサー値を
問い合わせ、電話をかけることで照明やポッ
プコーン・マシンのスイッチを入れるデモ
が行われました。4-DキューブはMinecraft
と統合されており、ゲーム内で TNT（ゲー
ムで使われるブロック）を爆発させたり、
Minecraft ワールドの背景と明るさを変更し
たりしました。 
メーカー・ムーブメントの最前線に立つ人々
に向けた 2日間のカンファレンスとワーク
ショップであるMakerConが、2014 年 5
月13 ～ 14日にカリフォルニア州レッドウッ
ド・ショアズにあるオラクル本社にて開催さ
れました。このカンファレンスは、デジタル
製造、テクノロジーとツールの提供、およ
びプロトタイプの製品化促進に携わる専門
家や、さまざまなメーカーに勤める専門家
同士を結び付けるものでした。カンファレン
スのテーマには、イノベーション推進ツー
ル、IoT、ビジネスから見た製造、コミュニティ
の構築などがありました。イベント初日の夕
方にはイノベーションの展示会も開催され、
形式張らない雰囲気の中で 25以上のメー
カーが製品とデバイスを展示しました。基
調講演では、オラクルの Jeremy Ashleyが
IoT のための新しいエンタープライズ体験
の設計について語り、Arduino のMassimo 
Banzi氏が Arduino の新しい基板とクラウ
ド・サービスについての最新情報を提供し、
Autodesk の Carl Bass氏が同社製 3-Dプリ
ンタを発表しました。
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「その他」を選んだ回答者の1人は、「答えは1つではなく複数あると思
う」と回答しており、上位の理由として、構文の新しさ、適切な型推論サポ
ート、具体化されたジェネリクス、値の型を挙げました。
「これといった理由はない」を選んだ回答者の大半は、Java以外のJVM
言語の精査にそれほど時間を費やしているわけではないと考えられま
す。一方で残りの選択肢は、最近のJVM言語が多様な特徴や機能を持っ
ていることを示唆しています。

JAVA.NETアンケート

Java以外のJVM言語を
使用する理由

38% 
プログラミングの種類
によっては、Java以外の
JVM言語がより適してい
るため

23% 
言語構文がより
現代的である
ため

8% 
Javaにはそれほど
詳しくないが、JVM
に移植された別の
言語には精通して
いるため

最近行われたJava.netアンケートで、JavaおよびJava仮想マシン（JVM）
の開発者が Java 以外の JVM言語を使用する複数の理由が明らかにな
りました。「Java 以外の JVM言語を使用する一番の理由は何ですか」
という開発者への問いに対して、合計 181 票が投じられました。結果
は以下のとおりです。

19% 
これといった
理由はない

6% 

6% 
その他

パフォーマンス
が良いため

Java Tour 2014はJava開発者 
向けに世界中で開催されている
一連のイベント（77を超えて増
加中）です。Oracle Eventsチーム
が、Oracle Technology Network
およびJavaユーザー・グループ
（JUG）と協力してこのツアーを
プロデュースしており、オラクル
のJavaエバンジェリストとJava 
Championによる一流のコンテ
ンツ、および他の開発者との交流
の機会が提供されています。Java 
Tour 2014では、オラクルとJava
コミュニティの両方が、その都市
や国、地域に固有のJavaに関す
るテーマに取り組んでいます。ま
た、Java 8やJava EE、組込みJava
に関する最新情報をお届けしま
す。開催都市と日付についてはツ
アー・ページをご確認ください。

Java Tour 
2014

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
https://twitter.com/oraclejavamag
https://www.facebook.com/JavaMagazineOracle
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
https://www.java.net/poll/best-reason-use-non-java-jvm-language
http://www.oracle.com/us/corporate/events/java-tour-2014/index.html

